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島根大学の構内遺跡にみられる側方付加堆積物と

　　　　　　　　　そこから推定で蜜る古流速

中村唯史1）・中山勝博1）

L銚鰍亙鎚C鵬蝕⑪醜曲醇OS鮎S鰯砒蝸r脾盟㊧⑪C鮒re磁Ve盈⑪磁y

　　艶乱亙瑚亙蛆s醜㊧孟醐S駄孟亙甑鋤蛆e亙J蛆童vers鮒yg珊㊧s乱㊧r醜盟勘醇鋤蛆

Tad－ashi　Naka㎜ura1）and　Katsuh1ro　Nakayama1）

Ab酸敏Ho1ocene1atera1accret1on　depos1ts　are　observed　at　a　rum　s1te　m　Shmane
Umvers1ty　We　descnbedthese　depos1ts，and　eva1uate　a　pa1eocurrentve1oc1tybased　on　the皿

descriptm　Thedepos1tsarefomedbyameandemgnverdumgiood皿gstage，mp1ymgthe
f1uc血at1on　ofthe　Jomontransgress1onwh1ch1sthe　mostremarkab1e仕ansgress1on　record．edm
Japanese　Ho1ocene　depos1ts　Pa1eocu工rent　ve1oc1t1es　are　estmated　usmg　cnt1ca1shear

ve1oc1t1esforen位ament　anddune－upperp1anebed血ans1tm　Depth－meanve1oc1t1eswere
approxmate1ybe耐een051and22耐1

Key　w⑪r姐s：1atera1accret1on　depos1t，pa1eocurrentve1oc1奴，Ho1ocene

は　じ　め　に

　側方付加（1atera1aCCret1on）堆積体は蛇行河川の屈

曲部などで特徴的にみられ，堆積体は古流向と直交

方向に付加する．1994年に島根大学の構内で行な

われた遺跡発掘調査現場（第1図）において，縄文海

進期に形成されたとみられる側方付加堆積体が観察

できた．ここでは，その観察記載とそれを基にして

推定できる古流速について報告する。なお，この側

方付加堆積物の存在は，縄文海進期に一1．6m（標高

1．1mから一α5m）の小海面低下事件のあった可能性

を示唆している．

側方付加堆積体

　ここで報告する側方付加堆積体は，島根大学構内

の遺跡発掘現場の東西断面において典型的に観察で

きる（第2図）。層厚が約1．6mで，東方に向かって付
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加する。堆積体の付加の始点付近には，風化の著し

く進行した第三紀層が露出する。ここでは，権積体

の底面が観察でき，これより東方の底面がほぼ水平

を示すのに対し，ここの底面はN1OoE，15oEを示す。

なお、堆積体の東端は，発掘現場のさらに東方に位

置するため，東端での底面を含めた構造を明らかに

はできなかった．ほぼ水平を示す底面部の標高は，
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醐み2．Photograph　of1atera1accret1on　depos1ts　LAD1atera1accret1on　depos1t，Ah　Akahoya　tephra　bed　A　Panorama　of　a

　mm　s1te　m　Sh1mane　Un1vers1ty　B　Samp11ng　pomts　for　est1matmg　pa1eocurrent　ve1oc1t1es　C　LAD　on　the　north　s1de

　Each　b1ack（or　white）unit　on　bar　sca1e　indicate20cm．D：C1ose－up　view　ofC．

約一〇．5mである。側方付加堆積体の上位と下位は暗

灰色粘土である、それらは，植物片を多く含むが，

上位の粘土の方がより多量に含む、下位の粘土には

アカホヤ火山灰層がはさまれている。また，上位の

粘土からは縄文早期～則期の遺物が産出する。

　側方付加堆積体は，主に褐色一暗灰色で第三紀火

山岩類起源の細礫～中粒砂からなり，それは平板状

斜交層理を示す。層理面は，N50～14E，5。～1細を示

す。一般に下底側に粗粒の砕屠物が集中する。所々

に暗灰色粘土薄層がはさまれる。

　この堆積体は，第1図に示されるように現在の周

辺地形に南北性の谷地形の見られること，下底面の

礫に南方向の古流向を示すインブリケーシ’ヨンが認

められること判断して，北から南に流下する河川の

ポイントバーとして形成されたとみられる。細礫～

中粒砂は洪水時のベッドロードとして堆積し，所々

にはさまれる粘土薄層は流出水量低下期に停滞水域

となって浮遊粘土が降下して形成されたとみられ

る。また，この河川の河谷は側方付加堆積物の下位

にアカホヤ火山灰層があり，上位層からは縄文早期

～則期の遺物が産出することから判断して，縄文海

進期中に高低差1．6二mの小海面低下事件の起きて形

成された可能性が考えられる。

古流速の算定

　次に，この堆積体を形成した河川の古流速を推定

する。古流遠の算定はAユ1en＆Homewood（1984）の

方法があり，本邦では増田・中山（1988）が紹介して

いる。今回の算定は基本的にこれらと同様な方法で

あり，堆積物の粒度と水深によって古流速を算定す

る。算定を試みた試料採集位置を第2図に示す。算

定結果を第1表に示す。算定に用いた刈1en＆
Hom－ewood（1984）と増田中山（1988）の方法の概要

は次のとおりである。

（1）堆積物の粒径Dと始動時の限界掃流力τ。。との関

係図（Mi11er伽1．1977）から，粒径に対する砧を読

み取る。刈1en＆Ho皿ewood（1984）と増田中山
（1988）では，粒径に平均粒径を用いている。筆者ら

も沈降式粒度分析装置（伊勢屋，1985；田村・中山，

1993）によって粒度分析を行ない平均粒径を求めた。

しかし，今回の試料には著しく風化した火山岩礫が

多く含まれ，それらは，水に浸すだげで容易に崩れ

てしまう。そこで試料100g中で粗粒な30粒子のみ

fig020401.pdf
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No．BF　Dia　Depth　TSM（m／s）

　　　　　　（m）　　（m）　Ucr　SVcr　Vcr
　　　　　X1／1000

RDTr（m／s）　　　　　　DPBTr（m／s）　　　　　SetV

Urd　　SVrd　Vrd　　Udpb　SVdpb　Vdpb　（m／s）

［1argest30］

1　　dune　　　1，67

2dune1，95
3　　dune　　　8，25

4dune3，52
5　　dune　　4．18

［Grain　ana1yzer】

1　　dune　　O．23

2duneO．26
3　　dune　　0，44
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5duneO．31
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丁劉b亙e且。Ve1ocities　estimated　in　this　study．

　BF　bedfom，D1a　d1ameter，TSM　thresho1d　ofsedment　movement，RDTr　r1pp1e－d㎜e　trans1tm，DPBTr　dme－upper
　p1ane　bed　trans1t1on　U　shear　ve1oc1ty，SV刊ow　surface　ve1oc1ty，V　depth－mean　ve1oc1ty，SetV　sett1mg　ve1oc1ty

かげ（実体顕徴鏡下での像におげる）長径を測定し，

その平均を粒径とした．第1表には，参考までに粒

度分析装置によって求めた平均粒径による計算値も

示した。

（2）τ。。におげる摩擦速度Ucrを次式から求める。

　　　　Ucr＝（τ・・／ρジ5

　ρ：媒体の密度（今回の算定では1．O×103kg／㎡を

　　　使用）

（3）この摩擦速度Ucrにおいて，表面流速SVcrとベ

ッドフォームが形成された場での表面流速から底面

流速までの深さ方向に積分し平均した流速（“深度平

均流速”）VcrをKaman－Prandt1の次式から求める
（SV：SVcr，V＝Vcr，u＝Ucr，z。＝4×10－4する）。

　　　　SV＝（u／κ）1n（h！zo）

　　　　V＝（u／κ）1n（〃ezo）

　κ　vonKaman定数（今回の計算では04を使用）

　h：水深（二m）（今回はチャネルの深さ，すなわち，

　　　側方付加堆積物そのものの厚さの値を用いた）

　e：自然対数の底（2．71）

　z。：粗度長（低領域での平滑床の場合4×10’4m，

　　　リップルの場合6×10’3m，

　　　デユーンの場合1×10’2m）

（4）粒子レイノルズ数Reを次式から求める。

　　　　Re＝｛D（Dg）05｝／リ

　g　重力加速度（98m！s2）

　ソ：動粘性係数（1，057x1O－6m2／s，18℃）

（5）リップルーデユーン境界での粒子レイノルズ数

Reと摩擦速度Urdと粒径Dの関係図（Vanom1974）

から，リップルーデユーン境界での摩擦速度Urdを
求める。

（6）リヅプルーデューソ境界での表面流速SVrdと深

度平均流速VrdをKaman－Prandt1の式から求める．

ここで粗度長は6×10－3mを用いる。ただし，粒径が

1㎜より大きな粒子はリップルを形成しないので，

Urd，Vrdともに求めなかった。

（7）粒子レイノルズ数Reと無次元掃流力θとの関係

図（刈1en＆Leeder，1980）から無次元掃流力θを読み

取る．Re＜40ならθ：O．6，Re＞60ならθ＝O．35，Reが

その間の場合はθも中間値を用いることとなる。

（8）無次元掃流力θと粒径Dを用い，次式のBagno1d

の基準を用いてデユーンー高領域平滑床境界での摩

擦速度Udpbを求める。

　　　　Udpb＝｛θ（σ一ρ）gD／ρ｝α5

　σ：砕屑物の密度（今回の試料は2．7x103kg／㎡）

（9）デユーソー高領域平滑床境界での表面流速

SVdpbと深度平均流速VdpbをKaman－Pran砒1の式か

ら求める。ここで粗度長は1×10－3mを用いる。

　今回観察できた堆積体のベッドフォームはデユー

ソサイズであり，第1表から，古流速は表面流速値

でO．58～2．7m！s，深度平均流速値でO．51～2．2m／sと言

える。なお，第1表には，始動速度が沈降速度より

どの程度大きな値であるかを確認できるようG1bbs

伽ム（1971）の公式による沈降速度を示した．
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お　わ　り　に
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　この古流速の算定方法には，この方法を示した

刈1en＆Homewood（1984）や増田中山（1988）に示さ

れているように2つの間題が残されている．1つは

r古流速の算定」の項で示した各々の関係図，および

係数に関する信頼性の間題であり，これは，より多

くの水理実験によって徐々に改定されていくものと

みられる。今1つは地層として残された記録から水

深値を求めるのに，チャネルの深さを用いる点であ

る。たとえば，Bndge＆Leeder（1976）のmte並1da1

mu㎝atchame1におげる現世側方付加堆積物の観察

によれば，河川の屈曲の緩やかな場合には，水深値

とチャネルの深さは等しいといえるが，屈曲が高ま

った場合に，それは成り立たない．現時点では，水

深値をチャネルの深さとする以外の見積を行なうこ

とは難しい　今後，さらに現世の観察記載が蓄積

されることによって，いかに水深値を見積れぱよい

のかについても改定されるであろう．

　ところで，発掘現場の南方には東北東から西南西

方向に朝酌川が流れている．大学の東方1km地点

の本河川は，河床堆積物から判断して平常時には泥

を，洪水時には砂礫を堆積させる．今後，本河川の

平常時と洪水時の流速を測定し，今回の算定で得た

古流速の妥当性について検討を深めたい．

　さらに，縄文海進期に小海面低下事件が広く認め

られるのかどうかについても今後検討を深めたい．

謝辞発掘に携われた多くの方々，松江付近の第四

系に関するご教示をいただいた島根大学地質学教室

の大西郁夫，徳岡隆夫両教授に心から感謝いたしま
す。

A皿en　J　K　L，andLeeder，M．R（1980）Cntenaforthe

　　mstab111ty　ofupPer　stagep1盈ne　beds8θ6閉θ〃oZo81γ，

　　27二209＿218．

A11en　J　R　L，and　Homewood，P．（1984）Evo1ut1on　and

　　mechamcsofaM1ocenet1da1sandwave8励肋棚o－
　　Zogγ，3且：63－81．

Br1dges　P　H，and　Leeder，M　R（1976）Sedmentary

　　mode1formte廿1da1mud且atchame1s，w1thexam一

　　p1es　from　the　So1way　F血h，Scot1and．866醐θ刎o－

　　Zogγ，23：533－552㌧

G1bbs，RJ，Ma並hews，MD，andLink，DA（1971）
　　The　re1at1onship　between　sphere　s1ze　and　se廿1mg

　　veIocity．∫8θ4P6炉o乙，41：7－18．

伊勢屋ふじこ（1985）沈降式粒度分析の手引き．筑波

　　大学水理実験センター報告，9：115－128．

増田富士雄・中山尚美（1988）古潮流速の算定．堆積

　　学研究会，29：1－8．

M111erMC，McCave，IN，andKomarPD（1977）
　　Thresho1d　of　sedment　mot1on　mder　u㎡d皿ect1ona1

　　currents　8θ∂肋肥〃広oZogγ，24　507－527

田村嘉之・中山勝博（1993）沈降式粒度分析装置の使

　　用法と分析結果の特徴。島根大地質学研報，

　　12：17＿22．

Vano㎜V　A（1974）Factorsdetemmgbedfoms　of

　　・11・・i・1・位・・m・・∫抑五1）ゴ汎卿・αA脇g帆

　　万〃8’れノ，1⑪⑪：363－377．


